
【発掘調査の成果】

溝 １ 幅約2.3ｍ、深さ約１ｍを測り、縁には木杭を多く打ち込んでいました。堆積土から水

が溜まっていた様子がわかりました。

石積１ 溝１の南側に石を２段に積む遺構を検出しました。上段の石は一辺40～60㎝の大きさで

上面には矢穴が観察できます。石積のすぐ北側には木杭がみつかっており、石の形状や木

杭の位置などから、西側へ続く石垣の可能性があります。

土坑１ 東西約1.4ｍ、南北約１ｍ、深さ約１ｍの土坑を確認しました。土坑の底から一辺50～

60㎝の花崗岩が見つかりました。花崗岩は、平坦面を上にして置かれており、礎石の可能

性があります。

【まとめ】

今回の発掘調査では、初めて梶原台場に関わる石垣と堀などの遺構がみつかりました。絵図と

照合すると、調査地は砲台のある台場本体と番所が置かれた関門にかけての箇所とみられます。

この発見は、梶原台場の位置や平面形態を復元するうえで重要な成果であり、楠葉台場ととも

に幕末の京都防衛のための緊張した状況を物語っています。

調査地

上牧駅

梶原台場跡は、江戸時代末期（幕末）に淀川と神

内山に挟まれた狭い平野部に築かれた台場（砲台）

跡です。絵図や字名「関問跡」などから、梶原三丁

目から上牧北駅前町にかけて位置するとされてきま

した。令和７年10月より市道建設工事に先立って発

掘調査を実施し、初めて梶原台場跡の遺構を確認し

ました。
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『神内炮台図（摂州島上郡万所山塁壁關門野堡之図）』と調査地の位置
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調査地

○調査主体：高槻市街にぎわい部文化財課
○調査目的：市道建設に先立つ発掘調査
○調査面積：約300㎡
○調査期間：令和７年10月～（調査継続中）
○現地説明会：令和８年２月28日

発掘調査区 平面模式図

溝１

堀 南北方向から東西方向へ屈曲するコーナー部分を検出しました。このうち南北方向の堀は、

旧地表面を東西幅約10ｍにわたって深さ約1.5ｍ掘下げて、両側に石垣を築いています。

石垣 堀の西側に築いた石垣１と、堀の東側で屈曲する石垣２を確認しました。石垣１は南北の

長さが約11ｍで、１段分（高さ0.4ｍ）が残っていました。石垣２は南北の長さ約７ｍ、東

西の長さ約５ｍで、２段分（高さ1.0ｍ）が残ります。石垣は基部から１～２石より上は

残っておらず、台場が役割を終えたのちに石材を転用したとみられます。また石垣１の中央

部には、転用に際して石を動かした形跡があります。

石垣は布積みで、使用している石材はいずれも花崗岩です。正面からみると小口面は縦35

㎝、横60㎝ほどの横長の長方形ですが、平面形は奥に向かって先細る三角形を呈し、奥行は

100㎝ほどあります。石材同士の隙間を埋める間詰石をあまり使用せず、現地で石材を加

工・調整して隙間が生じないように積んでいました。このような積み方は、同時期に築かれ

た枚方市楠葉台場跡などでもみられます。また石垣の下には、土台となる胴木組があり、こ

れらを木杭列で固定していました。

かじわらだい ば あと



【梶原台場とは】

文久３年（1863）に、外国船の淀川遡上を阻止して京

都を守るため、京都守護職・松平容保（会津藩主）の幕

府への進言がきっかけとなり、勝海舟を設計責任者とし

て建設が決まりました。政治情勢の変化により、倒幕派

の長州藩の上洛を阻止するために西国街道の封鎖が重要

視され、元治元年（1864）に西国街道沿いの梶原で建設

が始まりました。慶応元年（1865）に完成し、津藩（藤

堂藩）が警衛にあたり、供用を開始しました。

梶原台場の構造は「稜堡式（りょうほしき）」と呼ば

れる西洋の築城プランで築かれ、上から見ると星の形を

した函館の五稜郭の一部分を切り取ったような形をして

います。規模は南北約200ｍ、東西約300ｍで、内部に西

国街道を引き込み、関門の役割をもつことにも特徴があ

ります。
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